
インターンシップ受入を始めたきっかけは、自社の社員が育ってほしいという思いからでした。イン 

ターンの学生さんが自社でどんなことに挑戦したいのか、その目標をもとに実習内容のプラニングか 

ら学生さんと社員が一緒に考えるというステップを大事にしています。学生さんには、インターンで 

の仕事の目標達成を通じて 「働くことは楽しい！」 と少しでも実感していただけたら嬉しく思います。 

自社にとっても、学生さんにとってもプラスになるこの取組みが CSR（企業の社会的責任）として 

評価をいただいたことは大変光栄です。多くの若年者の方々に「働く楽しさ」を感じていただく機会 

を提供することで、社員育成・社内活性化にも繋がるインターンシップを、ぜひ多くの企業様に、「無 

理なく継続できる」取組みとして活用していただくと、双方に活きるものになるのではないかと思い 

ます。 

地域の若年者の離職率低下を目指した企業の採用育成と、学校におけるキャリア教育のあり方について、 
企業及び学校の担当者様を対象に初開催となった当セミナー。企業活動の一環としてインターンシップに 
取り組まれている企業や、キャリア教育支援に尽力されている団体の代表者様による講話、さらに企業訪 
問の実施により、参加者からは今後につながるポジティブなご感想をいただくことができました。 

≪テーマ≫ 

❖ 採用の目的と課題把握→ 求める人材採用につながる面接力醸成 

❖ 新入社員教育：若者のヤル気を引き出すポイント等 

『インターンシップ活用で社内・社員が変わる』イートス株式会社 代表取締役 増子良一様 

≪テーマ≫ 

❖ 現在の進路指導における課題の抽出→ 学校間で情報交換→ 解決策の検討 

❖ 企業訪問：株式会社ヴィ・クルーさん 白石の車体整備工場にて現場見学 

『若者の夢を鍛えるキャリア教育の取り組み』NPO 法人ハーベスト代表理事 中山聖子様 

H22 年度 第１回 

企業人材育成・学校就職指導担当者向けセミナー 

～ 開催れぽーと ～ 

企業人材育成担当者セミナー〔3 日間〕 

学校就職指導担当者セミナー〔3 日間〕 

中学高校に月１校程度、出前授業として、生徒７名程度に対し社会人講師１名の規模で展開する 

キャリアセミナー。 

①より多くの大人（社会人）と接し、その様々な生き方に【出会い】、触れることで 

②「こんな生き方もあるんだ！」と、色々な【気づき】を得て、 

③「よし、自分もがんばろう」という、その一歩を踏み出す【きっかけ】を持たせてあげること。 

地域の将来を担う若者に、そのような機会をたくさん創ってあげることで、彼らの可能性はどんど 

ん広がると思います。学校と企業と行政の地域全体で、「若者が自ら一歩を踏み出し、夢を鍛える」 

その環境づくりを目指したいと思います！ 

（財）仙台市産業振興事業団 

講 話 

講 話



バスの車体整備事業から始まり、車内外デザインや web ショッピングモール 

など、次々と事業展開をされると同時に、15 年間新卒者の採用を継続されてき 

た㈱ヴィ・クルーさん。そこには佐藤社長の「地域づくりのための会社づくり、 

会社づくりのための人財づくり」という熱い想いがありました。同社が、これま 

でどのようにして社員を採用され、育てられてきたのか。そして佐藤社長が目指 

される、地域の若者と地域の将来に向けた、今後の企業と学校の関わり方について、お話をいただきました。 

当社は 15 年間新卒者の採用を続けてきましたが、当初は辞めていく社員 

も多かったため、社員が定着するような採用の仕組みへと改善してきまし 

た。その一つが、宮城県中小企業家同友会 共同求人委員会が主催する就 

職ガイダンスや合同説明会への参加です。そこでは、就職するための話で 

はなく、自社に関心・興味を持っていただくきっかけの場として、学生と 

の対話を大事にしています。 

また、入社前後のミスマッチ防止策として採用試験前にインターンシップ 

を導入したことも、新入社員の定着に繋がりました。 

地域の若者を地元で採用していく「人材の地産地活」を推進していかなければ、若者はどんどん地元から出て行 

き、地域経済も縮小してしまいます。採用は地域を守る、企業の大切なミッションであると考えます。 

企業と学校は、人材採用の取引先という関係ではなく、地域の将来のために一緒に取り組む相手として組んでい 

きましょう。先生方と中小企業が一緒になって、学生・生徒と企業が触れ合う機会を多く創っていくと同時に、 

親御さん達に伝えていかなければと、強く思います。 

「生きがいを見つける、楽しく生きるために働く。就職はゴールではなく、スタートである。 」 

若者が「働く」ことをポジティブに考え、そのスタート地点に立たせてあげられるよう、地域全体で考え、一緒 

に取り組んでいきましょう！ 

＊ 高校・大学の就職担当の先生方と意見交換ができて良かった。 

＊ 指導の勇気をもらいました。 

＊ 今後も、企業と学校職員との接点を持てるような機会があれば良いと感じた。 

＊ 学校と経営者が一緒に若者を育てよう、地域に若者を残そうという取組み、また、新卒を採用し、共 

に成長したいという考えが本当に大切なことだと改めて感じました。 

＊ ぜひ、企業・学校が協力しての若者の「就業共育」を実現させ、地元の若者が地元に残って、人生を 

楽しめる環境づくりを広めたい。 

編
集
後
記

 

初開催となった当セミナーは、参加者および講師・訪 
問企業様のご協力をいただき、 企業と学校が地域の雇 
用について、 改めて課題と対策を共有できる場となり 
ました。これをキックオフとして、具体的な取組みに 
繋がるような次回開催を目指したいと思います。 
今後ともよろしくお願いいたします！ 

ヴィ・クルーさん本社工場から眺めた大自然 

(財)仙台市産業振興事業団 
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佐藤社長のお話
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